
令和８年度
全国中学生人権作文コンテスト千葉県大会実施要領

１　名　　称
　　全国中学生人権作文コンテスト千葉県大会

２　主　　催
　　千葉地方法務局・千葉県人権擁護委員連合会

３　後　　援（予定）
　 　千葉県・千葉県教育委員会・千葉市教育委員会・株式会社千葉日報社・千葉テレビ
放送株式会社

４　趣　　旨
　 　次代を担う中学生が人権問題について作文を書くことによって、人権尊重の重要性、
必要性についての理解を深めるとともに豊かな人権感覚を身に付けることを目的とし
て実施するものです。

５　対 象 者
　 　千葉県内の中学校に在学する生徒（外国人学校その他の教育施設に在学する者で中
学生に準ずる生徒を含む。）及び特別支援学校の中学部に在学する生徒、並びにこれ
ら生徒に準ずる者として主催者が特別に認めた者とします。

６　内　　容
　⑴　題名は自由ですが、無題は審査の対象外となりますのでご注意ください。
　⑵ 　作文の内容は、次に例示するような日常の家庭生活、学校生活、グループ活動あ
るいは地域社会との関わりなどの中で得た体験等を通じて、基本的人権の重要性、
必要性について考察したことなどを題材としたものとします。

　　①　女性の人権に関する問題をテーマとしたもの（男女共同参画など）
　　②　こどもの人権に関する問題をテーマとしたもの（いじめ、児童虐待など）
　　③　高齢者の人権に関する問題をテーマとしたもの
　　④　障害のある人に関する問題をテーマとしたもの
　　⑤　部落差別（同和問題）をテーマとしたもの
　　⑥　アイヌの人々の人権に関する問題をテーマとしたもの
　　⑦　外国人の人権に関する問題をテーマとしたもの
　　⑧　感染症に関連する問題をテーマとしたもの
　　⑨　ハンセン病患者・元患者やその家族の人権に関する問題をテーマとしたもの
　　⑩　犯罪被害者等の人権に関する問題をテーマとしたもの
　　⑪　性的マイノリティの人権に関する問題をテーマとしたもの
　　⑫　インターネット上の人権問題をテーマとしたもの
　　⑬　差別問題一般をテーマとしたもの
　　⑭　戦争や平和をテーマとしたもの
　　⑮　環境問題をテーマとしたもの
　　⑯　プライバシー問題をテーマとしたもの



　　⑰　震災等の災害に起因する人権問題をテーマとしたもの
　　⑱　ゲノム情報（遺伝情報）に関する偏見や差別をテーマとしたもの
　⑶ 　応募作文は、学校名、氏名、題名を除いて、400字詰原稿用紙５枚以内とします（外
国語で作文を作成した場合又は視覚に障害があり、点字若しくは録音テープで作文
を作成した場合には、それぞれ400字詰原稿用紙５枚以内の翻訳文、墨字又は反訳
文を添付してください。）。

　　 　なお、作文又は翻訳文等が５枚を超えた場合は、審査の対象となりませんので 
ご注意ください。

　⑷ 　作文については、パソコン等で作成しても構いませんが、パソコン等で作成する
場合は、400字詰原稿用紙設定等にして出力したものを提出してください。

７　応　　募
　⑴　応募は一人１作文とし、未発表のものに限ります。
　⑵　応募者は、在学する学校に作文を提出してください。
　⑶　応募作文を他のコンテストに応募することはご遠慮ください。
　⑷ 　盗作や不適切な引用等、既に発表済の著作物を不正に利用した作文を提出したも
のと認められた場合は、審査の対象となりません。

　⑸ 　生成ＡＩの利活用等により自己の体験等や考察に基づくことなく創作した文章を
自己の作文として提出したものと認められた場合は、審査の対象となりません。

８　送　　付
　⑴　各学校においては、
　　①　別紙２「応募票」に所要事項を記入してください。
　　②　作文を別紙２「応募票」の送付作文目録の番号順にそろえてください。
　　③　別紙１の送付先に別紙２「応募票」及び「作文」を送付してください。
　⑵ 　別紙１の送付先及び別紙２の応募票の取扱いについて、送付先・問合せ先法務局
が別途作成した文書があれば、併せてご確認ください。

　⑶ 　別紙２は、Excel ファイル形式で千葉地方法務局ホームページにも掲載していま
すので、ダウンロードしてご利用ください。

　　　千葉地方法務局ホームページ（https://houmukyoku.moj.go.jp/chiba）
　⑷ 　締切日は、令和８年９月11日 ( 金 ) です。

９　審　　査
　⑴ 　前記８により送付を受けた作文について、別紙１記載の法務局（人権擁護課及び
支局）ごとに、主催者の委嘱する審査員により第一次審査を行い、次の基準により
代表作文を選定します。

　　　応募数　２，０００編未満 ２　編
　　　　　　　２，０００編以上　～　４，０００編未満 ３　編
　　　　　　　４，０００編以上　～　６，０００編未満 ４　編
　　　　　　　６，０００編以上 ５　編



　⑵ 　第一次審査の結果選定された作文について、主催者の委嘱する審査員により第二
次審査（令和８年10月28日（予定））を行い、入賞作文を決定します。

10　入賞者への通知
　 　各学校を通じて、令和８年11月中旬頃に行います。

11　入　　賞（予定）
　　最 優 秀 賞　　　　　　　　若干数（中央大会に推薦）
　　千葉県教育委員会教育長賞　　１編
　　千葉日報社賞　　　　　　　　１編
　　千葉テレビ放送賞　　　　　　１編
　　優　秀　賞　　　　　　　　１０編
　　奨　励　賞　　　　　　　　若干数
　　入賞者には賞状及び副賞を贈呈します。

12　公　　表
　⑴ 　応募者の個人情報は、送付された作文の審査や本コンテストに関する連絡のため、
必要な範囲でのみ使用します。

　⑵ 　送付された作文のうち、上位入賞作文（最優秀賞、千葉県教育委員会教育長賞、
千葉日報社賞、千葉テレビ放送賞、優秀賞 ) については、応募者及びその保護者の
同意を得た上で、応募者の学校名、学年、氏名及び応募作文の題名を千葉地方法務
局ホームページ等において公表するとともに、作文集等の冊子においてその内容を
公表します。また、その他の応募作文の内容についても、同様に公表することがあ
ります。

　⑶ 　作文の公表に当たっては、作文の趣旨を損なわない範囲で一部修正することがあ
ります。

　⑷ 　作文の公表に当たっては、応募者の意向に基づき「学校名」、「学年」、「氏名」を
非公表とすることができます。

　⑸ 　主催者は、送付された作文について、主催者以外の第三者による刊行物への掲載
を許可することがあります。

　⑹　上記⑴から⑸までについて、差し支えがある場合は、申し出てください。

13　そ の 他
　⑴ 　送付された作文の著作権（著作権法（昭和45年法律第48号）第27条及び第28条に

規定する権利を含む。）は、主催者に帰属するものとします。
　　 　地方自治体等の広報誌や学校の教材等に使用する場合は、千葉地方法務局人権擁
護課にご連絡ください。

　⑵　送付された作文は、返却しません。
　⑶　応募者全員に参加賞を贈呈します。
　⑷ 　令和８年12月５日（土）に上位入賞者の表彰式を行う予定です。

　ご不明な点などがございましたら、送付先・問合せ先法務局（別紙１）にお問い合わ
せください。



別紙１
送　付　先　一　覧

（令和８年４月１日現在）

学　校　の　所　在 送付先・問合せ先法務局
千葉市・習志野市・市原市・東金市・
山武市・大網白里市・
山武郡九十九里町

〒260-8518
千葉市中央区中央港１－11－３
千葉地方法務局　人権擁護課
℡ 043－302－1319

佐倉市・成田市・四街道市・八街市・
印西市・白井市・富里市・
印旛郡（酒々井町・栄町）

〒285-0811
佐倉市表町１－20－11
千葉地方法務局　佐倉支局
℡ 043－484－1222

茂原市・勝浦市・いすみ市・
長生郡（一宮町・睦沢町・長生村・
白子町・長柄町・長南町）・
夷隅郡（大多喜町・御宿町）

〒297-0078
茂原市高師台１－５－３
千葉地方法務局　茂原支局
℡ 0475－24－2188

松戸市・流山市 〒271-8518
松戸市岩瀬473－18
千葉地方法務局　松戸支局
℡ 047－363－6278

柏市・我孫子市・野田市 〒277-0005
柏市柏６－10－25
千葉地方法務局　柏支局
℡ 04－7167－3309

木更津市・君津市・富津市・袖ケ浦市 〒292-0057
木更津市東中央３－１－７
千葉地方法務局　木更津支局
℡ 0438－22－2531

館山市・鴨川市・南房総市・
安房郡鋸南町

〒294-0045
館山市北条2169－１
千葉地方法務局　館山支局
℡ 0470－22－0620

匝瑳市・旭市・銚子市・香取郡多古町・
山武郡（芝山町・横芝光町）

〒289-2141
匝瑳市八日市場ハ678－３
千葉地方法務局　匝瑳支局
℡ 0479－72－0334

香取市・香取郡（神崎町・東庄町） 〒287-0001
香取市佐原ロ2122－40
千葉地方法務局　香取支局
℡ 0478－52－3391

船橋市・八千代市 〒273-8558
船橋市海神町２－284－１
千葉地方法務局　船橋支局
℡ 047－431－3681

市川市・鎌ケ谷市・浦安市 〒272-0805
市川市大野町４－2156－１
千葉地方法務局　市川支局
℡ 047－339－7701



別紙２

令和８年度全国中学生人権作文コンテスト千葉県大会応募票
（ふりがな）
学 校 名

私　市
町　村 立

所在地

（ふりがな）
担当者氏名

電話 －　　　　－
ＦＡＸ －　　　　－

①生徒数（注１） ②校内応募数 ②のうち法務局への送付数

１年

２年

３年

合計

（注１） 　①生徒数の欄には各学年の生徒数を、②校内応募数欄には作文を学校に提出した生徒の数を、
記入してください。

（注２） 　作文の公表に当たって、応募者が「学校名」、「学年」、「氏名」を非公表とする意向がある場合 
は、「非公表希望」欄の該当する項目に○印を記載してください。

（注３） 　氏名に外字など、字形の取扱いに留意すべき文字が含まれる場合には、「備考」欄にその旨
を記載してください。

本紙は、千葉地方法務局ホームページ（https://houmukyoku.moj.go.jp/chiba）からダウンロードし
て使用することができます。

中学校

送　付　作　文　目　録

番号 （ふりがな）
氏　　　名 学年

非公表希望（注２）
備　 考（注３）

学校名 学年 氏名

１

２

３

４

５



送　付　作　文　目　録（別紙２・継続用紙）

番号 （ふりがな）
氏　　　名 学年

非公表希望
備　　考

学校名 学年 氏名


